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序文 

 

 日本国政府はパプアニューギニア国の要請に基づき、同国のゴロカ大学教育

用機材整備計画にかかる予備調査を行うことを決定し、国際協力事業団は平成

１５年１月から平成１５年２月まで予備調査団を現地に派遣しました。 

 この報告書が、今後予定される基本設計調査の実施、その他関係者の参考と

して活用されれば幸いです。 

 終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申

し上げます。 

 

平成１５年３月 

 

                           国際協力事業団  

                           理事 吉永 國光 







　　　　　写真

新多目的講堂

正面 内部の状況：座席数 500席

コントロール室内部の音響機材 舞台用スピーカー等の機材

舞台の状況（スクリーンは仮設） 同左

舞台上部の照明：最低限の照明は整備済み 舞台上の音声・データ信号ケーブルピット



新図書館

全景

１階 ２階

３階：書庫 ３階：教官の研究活動等で使用予定のCarrels（小部屋） 12室

2階：AVセクション 1階：印刷セクション



旧図書館

図書検索用コンピューター。バーコードシステムも導入されている 手荷物預かり所とセキュリティシステム

座席数は約80。開館時間は 8:30 am ～9:00 pm まで、祝日を除き週末も開館している。

ビデオコレクション セキュリティシステム：図書管理用バーコードと一体型



コンピューター室 学内には３つのコンピューター室がある

女子学生用コンピューター室（18台） 男子学生用コンピューター室（22台）

Teaching Lab（35台）.：数学・コンピューター学科が授業でのみ用いる 同左：JOCV隊員がアシスタントとして学生指導を行っている

印刷セクション

既存のオフセット印刷機 製本作業場所：糊綴製本器等の周辺機器がない

教育学部　教育工学教室　

「Instructional Technology」実習用機材：VSHビデオカメラ、輪転機 同左：ビデオ編集のデモ授業で用いられている家庭用DVカメラとeMac



AVセクション

リニア式編集装置： 1988年頃調達、システムとして機能不全 S-VHSビデオカメラ：1988年頃調達、修理部品なく使用不可能

近年購入された家庭用DVカメラとデジタルカメラ カセットテープダビング装置：1988年頃調達、使用可能

携帯式PA装置、OHP、スライド他 電子機器修理作業場所

衛星放送受信用アンテナ２機 衛星放送受信用デコーダー他



音楽教室

教室音楽は2階建ての独立棟 ２階：教室

既存機材 既存機材

既存機材：１階は練習室であるが、窓もなく倉庫のような造り 同左

学科内の芸術教室での演劇（ミュージカル）授業 音楽教室で用いられる教科書



生物ラボおよび化学ラボ

生物ラボ 顕微鏡：老朽化と光源を内蔵していないため活用が難しい状況

化学ラボでの授業状況 生物ラボでの授業状況

化学ラボ 化学ラボ：ドラフトチャンバー

真中にある小型ラボ 同左：ガラス器具が多数未整理となっている



家庭・デザイン・技術学科 　技術・職業教育セクション

技術・職業教育セクション建物 教室：Technical Study と Business Study で使用

Technical Study ワークショップ：金工、モーター、溶接、メカニック等 同左

Technical Study ワークショップ：金工、モーター、溶接、メカニック等 Technical Study ワークショップ：自動車

Technical Study ワークショップ：木工、大工 同左



家庭・デザイン・技術学科　家庭セクション　食物実習室（Food Lab.）

実習室 同左：半分は教室となっている

準備室 学生実習

家庭・デザイン・技術学科　家庭セクション  服飾実習室（Clothing Lab.）

服飾実習室 既存機材：電動ミシン

学生実習 図書館のビデオとAVセクションの機材を授業に使用している



家庭・デザイン・技術学科　 デザイン・技術セクション　木工・金工ワークショップ

木工ワークショップ：工具類 同左：木工機械

木工ワークショップ：木工旋盤（老朽のため更新整備が要請） 同左：エアコンプレッサー（老朽のため更新整備が要請）

金工ワークショップ：学生実習 同左

金工ワークショップ：金ノコ（故障のため更新整備が要請） 金工ワークショップ：旋盤（老朽のため更新整備が要請）



旧多目的講堂

内部の状況：座席数 約100席 内部の状況：音響・照明・視聴覚機器は未整備

調光卓と調光ユニット 手作りの舞台照明

教会による使用（土曜日） 「Life Skills」授業



Main Quadrangle Building

Main Quadrangle Building 理学部校舎

学生支援センター（Life Skills and Students Support Center） 同左

民族数学センター（Glen Lean Ethno-mathematics Center） 言語・文学科の言語教室（Language Lab.)
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ADB Asian Development Bank アジア開発銀行 
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 Development  
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BA(Ed) Bachelor of Arts in Education 文学士（教育） 

BSc(Ed) Bachelor of Science in Education 理学士（教育） 

CALL Computer Assisted Language Learning コンピューター支援語学学習 
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COBE Certificate of Basic Education 初等学校終了認定試験 

CODE College of Distance Education 遠隔教育専門学校 

CRIP Curriculum Reform Implementation Project カリキュラム改革実施プロジェクト 
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GPA Grade point Average 評価点平均 

GTZ Deutsche Gesellschaft für Technische ドイツ技術協力公社 

 Zusammenarbeit (GTZ) GmbH  
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PASTEP Primary and Secondary Teacher Education  初等・中等教員養成プロジェクト 
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PC Personal Computer パソコン 

PECE Primary Education Certificate Examination 初等学校終了認定試験 

PETT Pre-employment Technical Training 就労前技術訓練 

PGDE Post Graduate Diploma in Education 卒業後教育ディプロマ 

PNG Papua New Guinea パプアニューギニア 

PNGEI PNG Education Institute 国立パプアニューギニア教育学院 

SCE School Certificate Examination 下級中等終了認定試験 



TESAS Tertiary Education Study Assistance Scheme 高等教育奨学制度 

TTC Technical Training Certificate 就労前技術訓練コース 

UNFPA United Nations Population Fund 国際連合人口基金 

UOG University of Goroka ゴロカ大学 

UPNG University of Papua New Guinea パプアニューギニア大学 

WHO World Health Organization 世界保健機構 

WWW World Wide Web ワールドワイドウェッブ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 
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∗ 機材要請のあった学科･セクションのみ。但し、本文中にカリキュラムを示した学科･セクションは省く。 
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